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 garībī gadā hamārī || khannā sagala renu charī ||
 謙虚さが私の棍棒、すべての人の足の塵が、〔私の〕短剣。
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 この前に敵わない、悪事をなす者は。
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 rogu mit
4
āīā āpi prabhi upajiā sukhu sānti || vad
4
a pratāpu acaraja rūpu hari kīnhī 
dāti || 1 ||
 病を消した、神自ら、喜びと平安が生じた。大いなる栄光と驚きの姿を、神は与えた。
 guri govindi kripā karī rākhiā merā bhāī || 
 グル・ゴーヴィンド（神）が恩寵を垂れ、私の兄を救った。
 　hama tisa kī saran
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（　29　）
因となった。事実、このおぞましい処刑は、アクバルの宗教的多元主義
の政策の最後の前兆となっただけではなく、ムガルのインドにおける宗
教的・文化的風景の変容の開始を告げるものでもあった。
おわりに
　本稿は、グル＝アルジャンの伝記的素描を、その生涯を分析すること
によって再構築しようとしてきた。とくに、彼の生涯をそれぞれ特徴の
ある三つの時期に分けて分析することにした。第一は、彼の個人的な経
験に由来する、AG所収の自伝的な讃頌を慎重に検討した。第二に、パ
ンジャーブの文化的脈絡のなかに得られた証拠を位置づけてみた。第三
に、同時代のムガル史における出来事から生きた資料としての記録を
追って、グル＝アルジャンの時代の権力関係の動態を理解しようと努め
た。これらの三つの方法を組み合わせて、断片的な資料から一貫した意
味のある物語を作るために、解釈の枠組みを作って、グル＝アルジャン
の生涯の素描を試みた。
（追記）前稿において『アーディ・グラント』の略記をADと誤記した箇所があるが、
すべてAGと訂正する。
─ 86 ─
